
〈小学校音楽部会 〉

研究 主題

「音楽活動の基礎的な能力を培い、児童一人 一人が成就感や感動を実感できる個に応 じた指

導に関する研究」

研究 の概 要

本研 究は、音楽科 にお ける佃 に応 じた指 導の在 り方 にっ いて の 開発研 究で あ る.そ の 目指

す ところは 、個 に応 じた指導 を工夫 した授 業 に よって、音 楽活動 の基礎 的 な能 力 を培 うとと

もに、 すべ ての児童 に音 楽活 動の 喜び を味 わわせ る こ とで あ る。

1研 究 の 目 的

本研 究 は、昨年度 の成果 を踏 ま え、児童 一人 一人 の感 じ方や 考 え方 を生 かす と ともに、音

楽科 の基礎 的 ・基本 的 な内容の確 実 な定着 を 目指 す、個 に応 じた指導 の在 り方 にっい て研 究

開発 を進 め るもので ある。

研 究 に 当たって は音楽科 の学 習の 特性 を十分 に踏 まえ、情 意面 と能 力面 のバ ランス及 び、

集 団での学 習にお け る個 に応 じた指 導 の2点 に も留意 したe

皿 研 究 の 方 法

1目 指す児童 像

個 に応 じた指 導 を重 視す る こ とは 、一人一 人 の児 童 が何 を どの よ うに学ん でい るのか とい

う 「個 の学 び」 に着 目 し、 その深 ま りを 目指 した授業 を展 開す るこ とで あ る。 この よ うな授

業 にお いて 目指 す のは、 「自 らの感 じ方や考 え方 を生か して、主体 的 に音楽 活動 に取 り組 み、

成就感や感 動 を実感 す る児竜像 」で あ る。

この よ うな児童像 に迫 るた めの授 業を 次の よ うに構想 した。

2個 に応 じた 指導の授業 の構想

授業 を構想 す るには 、まず 、児 童 の学 習状況や 個性等 を把握す る こ とが大 切で あ る。 児童

一 人一人 に は
、生活経 験 に基 づ くもの も含 め、様 々な個性 が あ り、興 味 ・関心、感 じ方や 考

え方 、 そ して 問題解決 の仕方 な どに違 いが あ る.個 々 の状況 に応 じた適 切 な指 導 を行 ってい

くよ うにす る。

次に、児童 が主体的 に学習 をす る よ うにす るこ とが大切 で ある。児 童が 自ら課 題 を見付 け、

自分 の感 じ方や 考 え方 を生 か して 課題 を解決 して い くよ うにす る.こ の よ うな主体 的 な学 習

にお いて こそ 、児童 は 自らの考 えに基 づい て個 の学 び を深 め るこ とがで き る、 その児 童 な り

の課題解 決へ の道筋 を支援 す るのが教 師 の役 割で あ り、個 に応 じた指 導で あ ると とらえた。

そ こで、 個 に応 じた指 導 を 「児童 一人 …人 の題 材 の 目標 に至 る多様 な道 筋 を大切 に し、 そ

の感 じ方や 考 え方 を生 か した 主体的 な学習 を支援す るこ と」で あ る と考 えた。

また 、個 に応 じた指導 の授 業構想 具体化 の手 だて として 、 「自 ら課題 を もつ よ うにす る工

夫 」 「学 習形 態や学 習 コー ス の工 夫」 「学習状 況の把 握 と評価 の工夫 」 の3点 を掲げ 、研 究

を進 め るこ とに した。
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皿 研 究 の 内 容

1自 ら課 題 をもつ よ うにす る工 夫

個 の学 びを実現 させ る には、題材 の 剛票を児童 が 自分 の課題 と して と らえ、主体 的 に音 楽

活 動を行 って い くこ とが大 切で あ る。 同時 に、教 師 が、 その活 動で どの ような力 を児童 に身

に付 け る よ うに した いのか をは っ き りもち、児童 に課 題 を もたせ る よ うな発 問 の工夫や 児童

の 実態 に応 じた楽 曲の編 曲、鋸 賞音 源の選 択等 をす るこ とが必 要で あ る。

(1)児 竜が楽 曲に関心 を もち、気分 を感 じ取 って聴 くた めの発 問 の工夫

児 童 の音楽 との 出会 い を大 切に し、 自分 な りの感 じ方 で音 楽 を とらえ られ る よ うにす る

ことは 、一人 一人 の感 じ方や 考 え方 を生 か し、引 き 出す 上で 大切で あ る。 そ のため に、

① 楽 曲 を聴 く前の、作 曲者や そ の 出身 、演奏楽 器等 児童 が関心 を もつ よ うな発 問

② 曲を聴 いた後 の、気付 いた こ とや 楽 曲を聴 いた時 の気分 、思 い浮 かべた様 子等感 じ

取 った こ とを引き 出す よ うな発 問 を工夫 した。表1は 、教 師の発 問 と児 竜 の様 子、及 び

個 に応 じた 支援 として の教 師 の働 きか けについて 考 えた もので ある。

表1T「 よ うす を思 い浮 かべ なが ら聴 き ま し ょ う」「この 曲 を聴 いて どん な気 持 ち が しま した か?」

(
学

習

活

動

)

児

童

の
様

子

(指

導

支

援

助

言

)

教

師

の
働

き

か
け

・気 持 ちや 情 景を思 い浮 かべ てい る ・自分 の感 じ取 った こ とを表 現す る

・ど うしてそ う感 じたの か理 由を言 う。

・感 じ取 った こ とを音 楽 の構 成要 素 と結 び付 けてい る。

・好 き 、ふ っ う、 そ うで も な い な ど楽 曲 の 第 一 印 象 を 素 直 に 表 して よ い こ とを 伝 え

る。

・好 き な フ レー ズ を見 付 け る よ うに 助 言す る。

・友 達 の意 見 を 聞 い て 、 自分 に 合 う感 じ方 を見 付 け る よ う に助 言 す る。

(2)児 童 が具体 的な願 いや め あて をもち、それ に 向か って活動す るた めの手 だて の工夫

児 童が音 楽 を聴 いて感 じ取 った ことを もとに、 音楽 活動 への願 いや めあ てを もつ よ うにす

るため に、教 師は効果 的 なCDを 選 択 した り、比 較 しやす い ような範 奏 を した りす るこ とが

大 切で あ る。表2は 、教師 の発 間 と児童 の様 子 、そ して児 童が願 いや め あてに 向けて具 体的

な 学習活 動に取 り組む 際 の、教 師 の働 きか けについ て考 えた もので あ る。

表2T「 どん なふ うに演奏 した いですかP」 「自分 のや るこ とが決 まったか な?」

(
学
習

活

動
)

児
童

の
様

弄

〔
指

導

、

支

援

、

助

言

)

教

師

の

働

き

か

け

・自分 もや っ て み た い とい う願 い を もっ .・ 自分 な ら こ うす る とい う願 い を もつ 。

・や り方 が わ か る。・い ろ い ろ な 方 法 で 試 して い る。

・も っ と よ くす る に は ど う した らい い か 考 えた り試 した り して い る 。

・友 達 と聴 き 合 っ て い る。・友 達 と合 わせ て 演 奏 して い る。

・ゆ っ く り演 奏 す る よ うに 助 言 す る .・ 気 に 入 っ た フ レー ズ か ら演 奏 して も よ い こ

と を伝 え る。・学 習 カ ー ド(ヒ ン トカ ー ド等)を 見 る よ うに 助 言 す る。・教 師 が も う

一 度 演 奏 し
、 表 現 の 工夫 に 気 付 く よ うに 支 援 す る。・友 達 の 演 奏 の 表 現 の 工 夫 に 気

付 く よ うに 支援 す る。・表 現 の 工 夫 に つ い て 説 明 す る.・ 教 師 が 一 緒 に 演 奏 す る、

・教 師 の 演 奏 を模 倣 す る よ うに 助 言 す る。
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2学 習形 態や学 習 コー ス の工夫

学 習過程 にお いて 、一斉 、 グル ー プ、ペ ア、個別 な ど様 々 な形 態 をね らい によ って効 呆的

に組 み合 わせ た り、 コー ス別 学習 な どの よ うに学習 の方法 が選択 で きる よ うに した りす るこ

とは 「個 に応 じた指導」 として有 効な手 だて で ある と考 えた。

(1)学 習形態 の工 夫

個人 の能 力や 関心 な どを把 握 し、児竜 一人 一人 の よ りよい学 び を実現 させ るた めに は、

学習 の展 開に合 わせ て最 もふ さわ しい学 習形 態 を選択 す る ことが望 ま しい。 一斉指 導 の 中

で は、 リレー に よる表 現や一 人 の表 現 の聴 き合 い によって 、個 の発 揮や 把握 の場、 そ して

学び合 いの場 を設 け る こ とがで きる。 また、個別 学習 では児 童一 人 …人 の興 味、関 心、課

題 に応 じた 学習 を展開す るこ とが で きる。 さ らに学習 の速度 や能力 、課題 へ の意欲 な どの

佃 人差 を配慮 した手だ て と して、聴 き合 え る場や 教 え合 うコーナー の設 定、 一斉の形 に戻

しての 学び合 い の揚 の設 定 とい った 工夫 が有効 であ る。

(2)学 習 コー スの工 夫

本研 究 にお いて は学習 コー ス とい うものを単 な るコー ス設定 だ けでは な く、児 童一 人一

人 が 自分 の感 じ方 、考 え方 を生 か して 、 自分 な りの学び方 で学 習 を進 め てい くこ とが で き

る道 筋 と考 えた。 楽器や 楽 曲の選 択、又 はソ ロやペ アの選 択 な どの コー ス設 定(指 導事 例

1)の ほか に も、児童 の実態 に柔軟 に対応 した様 々な学習 方法 の提示(指 導事 例2)を 考

えた。 こ う した 学習 コー スの設 定 にあ た って は、学習 の進 め方や 方法 な どを具体的 に提示

す るこ とが重 要 とな る。

3学 習状況 の把握 と評 価の 工夫

「個 に応 じた指 導」 を深 めてい くには、学 習過程 に沿 った個 々の児童 の学 習状況 を適切 に

把握す るこ とが不 可欠 であ る。 適時 適 切な指導 と評価 を一 体化 させ て行 うことに よ って 、個

の学び は質的 に高 ま ってい くと考 え る。

(1>学 習 カー ドの活 用

学習 カー ドを活 用す る こ とに よ り、児童 が活動 を振 り返 った り学習 過程 の中 で身 に付 け

た こ とや つ まず いた こ とを確認 した りす る こ とがで きる。 また 、教師 はそ こに書かれ た児

童 の意 見や感想 か ら、児 童 が集 団 での学 び合 いの 中で得 た学習 の成 果 を知 る こ とがで き る。

さらに、児童 は教師 との学 習カ ー ドのや りと りか ら新 たな課題 に気付 くこともで きる。

(2)自 己評価 ・相 互評価 の工 夫

児童 が 、学 習過 程 の 中で 自己評 価や相 互評価 をす る揚 面は 、表現活 動 と一体 とな って常

に行 われ てい る。 大事 な こ とは観 点 を明確 に してお くこ とで あ る。 児童 が集 団 での学 び合

いの 中で 自己の新 た な課題 を発見 し、意欲 をもっ て取 り組 む こ とが で きる よ うに学 習環境

を整 え、評価 の言葉 に も配慮 して い くこ とが大 切で あ る。

(3)評 価 を伝 え る'言葉

教師 の評価 の言葉 は その まま児童 の 自己評価 、相互評価 の規 準 とな る。 教 師 は評価 を伝

える 書葉 を見 直 し、整 理 して使 うこ とで、児 童 の学習意欲 の励 みや 向上 につ なげた い。観

点 を明 らか に し、評価規 準 に合 った言葉 を選 んで児 童 に伝 えてい くこ とも大 切で ある。
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1指導事 例(1)1

1題 材 名 きれ いな 音で演 奏 しよ う(第4学 年)

2研 究 主 題 との関連

児 童 は リコー ダー 演奏 の習得 場面一 っ を とってみて も、そ の方法 、速 さ、学び 方 な どは 一

人 一人違 う。 また、楽 曲の感 じ方や 音 楽に寄せ る思 い も十人 十色 で あ る。本 事例 は、音色や

旋律 の美 しさを感 じなが ら、楽器 を演奏す る学習 にお け る個 に応 じた指導 につ いて の実 践 で

あ る。

この題 材 にお いて児 童 は、新 しく学 習す る上 二点 ホ音 ・止二点 へ音 と ともに、 「オー ラ リ

ー 」とい う曲に出会 う。 「演奏 したい」(願 い)→ 「練 習 して 吹 ける よ うにな った」(自 信)→

「他 の楽羅 で も演奏 してみた い 」、 この よ うな 自然 な学 習 意欲 の 高 ま りを考慮 して題 材 の 指

導 計画 を考 えた。学習 の過程 で リコー ダーの 美 しい 音色 を求 めて練 習 に取 り組 む 姿、 自分 の

や ってみ た い演奏形 態 を選 んで思 い を実現 させ てい く姿が発 揮 され る こ とを 目指 した。

6時 間扱 い と し、第2次 まで に主旋律 を リコー ダーで表 現 でき る よ うに学 習 した後 、第3

次 では その表 現 を さ らに楽 しみた い児 童、副次 的な旋律 を合 わせ て友 達 と一緒 に演奏 した い

児 童な ど、感 じ方 に合 わせ て表現 方法 に1幅を持 たせ る活 動の場 を設 定 した。第2次 では技能

面 の習熟 にお け る個 に応 じた指 導 の在 り方 、第3次 では 一人 一人 の興味 ・関心や感 じ方 を生

か した活 動 にお ける個 に応 じた指 導 を 目指 した。

3題 材 の 目標

ア 楽器 の音色 の よ さを感 じて演奏 を楽 しむ、

イ 旋律 の特徴や 楽器 の音 色 の よさを生か して演奏 す る。

4題 材 の評価規準

ア音楽へ の関心 ・意 イ 音楽的な感受や表 ウ 表現の技能 工 鑑賞の能力

欲 ・態 度 現の工夫

題
材

自分な りの思 いや願 音色 の よ さや 美 しさ 楽器の演奏の仕方や 楽器の音色の特徴や

の

評 い をもって演奏 に意 を感 じ取 る とともに、 音色に気を付 けて表 山想を感 じ取って演

価
規 欲 的に取 り組 んでい 曲想 を生か して表現 現 してい る。 奏 を聴 いて い る。
準

る 。 を工夫 して い る。

学
習

① 楽 曲 に対す るイメ ①楽器の音色や旋律 ①サ ミング奏法を理解 ①楽器 の音色 の特

活
動

一ジをもって練習に の特徴 を感 じ取 っ して正しく演奏 して 徴 と曲想 を感 じ

に

お
取 り組んでいる。 て演奏 を工夫 して い る. ながら友達の演奏

具 け
体 る ②自分で方法を選んで い る. ②音色に気を付けて を味わって聴いて

の

評 「オー ラ リー」を演 リコー ダー を 演 奏 い る 。

価
規 奏 してい る. して い る。

準
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5指 導計 画(6時 間)

時 O学 習内 容 ・学習活 動 ☆個 に応 じた指導 ◇教 師の かか わ り ◇評価

【第1次 】 サ ミン グ を使 っ た奏 法 を 知 る。

1 O高 い ミ ・ファの出 し方 を知

る。

・教師の リコーダー奏 で高い

ミの音を聴 く。

→何の音か当てる。

→ 同 じ音を出す。

◇クイズ形式にすることで興味や,齢欲をもちやすくするとともに、工夫 した

り考えたりして音を探っていく。 〈発問の工夫 〉

◇親指の使い方や慰の吹き込み方について、図や実演を使って説明する。

☆個人練習 ☆教え合いコーナー ☆学習カー ド ◆ウ①

・ 思 うように音が出ない → 指穴を教師が押さえて児童が吹き、音の

1出る感覚を味わうとともに原因を考えるようにする。

【第2次 】 旋 律 の特 徴 を感 じて 「オ ー ラ リー 」 を演 奏 す る。

2

3

○ 「オーラ リー」を聴いて、

イメージをもつ。

・教師の演奏を聴 く。

O旋 律 の特徴 を生か して リコ

ーダーを演奏する。

・歌詞唱をする。

・階名唱をする。

・リコーダーを練習す る。

教えてコーナー

['㌦
ピア ノx・ ・ 〆

聴 き合 い コー ナ ー

◇景色や色などを想像しながら聴くように言葉をかける。

☆学習カー ド ー人一人がもったイメージや印象を書く。

〈教材提示と発問の工夫 〉

◇既習の学習が生かせることを知 らせ、リコーダー奏への意欲をもつように

する。

☆レベルアソプポイン ト ☆教えてコーナー 〈学習状況に応じた手だて 〉

・演奏できた

→ なめ らかにつなげて、

もっ ときれいに等 、次の

めあてを考えるよ うに

・リズムが うまく演奏できない

→ 一緒 に歌いながら演奏してみる。

・4段 目が難 しい

→部分的に練習するよう促洗

☆聴き合いコーナー 〈学び合いの場 〉

・友達同士で聴き合って、感想やア ドバイスを交流する。

◇学習カー ドに書かれた 「曲の感 じ」を生かして表現するように声をかける。

☆学習カー ド 〈相互評価 〉

・友達に簡単な感想を書いてもらう。 ◆ア① イ① ウ②

【第3次 】楽器 の音 色の よさを生か して演奏 を楽 しむ。

4

5

6

0楽 器の音色を生か して演奏

する。

・下のパー トや他の楽器での

範奏を聴く。

・コースを選んで練習する
.

0友 達の演奏を楽 しむ。

・発表 し、聴き合 う。

☆学習カー ド 〈感じ方や考え方の把握 〉

・自分の演奏 してみたい方法を自由に書 く
。

〈一人一人の思いや願いを生かした手だて 〉

ソロコース

リコーダー独奏で主旋律を演奏

・前時までの学習をさらに深める

デュエ ッ トコース

友達 と音と合わせて演奏
・リコーダー二重奏

・リコーダー(」つとグロッケン(下)

・リコーダー(上)と木 琴(下)

☆学習カー ド 〈相互評価 〉

・友達の演奏を聴いて感想を書く。

◇ア② イ②

◇ エ①
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6考 察

(1)児 童 が 自 ら課題 を もつ よ うにす る工夫

ア サ ミン グ奏法 の学 習へ の導入

初 めて学習す るサ ミン グ奏法 につい て、児童 の実態 を考 え、 よ り興 味 ・関心 を もって

取 り組 め るよ う「何 の音 か な?」 「同 じ音 を出 してみ よ う」 とい う投 げか けを した。 その

結果 、違 う音 を出 してい る友達 に も励 ま しの言葉 をか け、一一一人 一人が試 行錯 誤 を しなが

ら意 欲的 に取 り組む 姿が 見 られ た。

イ 演 奏 したい とい う意欲 を もたせ るための教材 提示 《音楽 との出会 い》

楽 曲へ の あ こがれ や 思 いは演 奏へ の意欲 とな る こ とが多 い。 「オー ラ リー」 の リコ

ー ダー奏 を聴 い て景 色 や物 語 を想像 す る学 習 では 、児童 が水 の精 が笛 を吹 いて い る様子

や 、前 半 と後 半で違 う色 を思い浮 かべて い た。 この よ うな内容 を学習 カー ドに書 くこ と

で 自分 のイ メー ジや めあて を確認 しな が ら活動 す る こ とがで きた。教 材の 選択 とそ の魅

力 を引 き出すた めの 工夫が 大切 であ る。

(2)学 習形 態や 学習 コー スの工夫

ア 学習状 況 に応 じた手だ て

音 探 しや練習 の場 面 は個別 学 習 とし、一人一一人 が 自分 と向 き合 って活動 で きる よ うに

した。第2次 の リコL-一ダー演奏 で は、 階名 を一・つ一 つ確認 した り、感 覚的 に音 を探 して

吹 い た り、児童 に よ って演 奏 を仕 上 げてい く方 法や 習熟 の速 さは様 々で あ る。そ こで、

つ まず きを解 消す る 「教 えて コーナー 」や 、す ぐに演奏 で きて しまった場合 の 「レベル

ア ップ ポイ ン ト」 を とい う手 だて を考 えた。 そ の結 果、児 童 は 自分 のペー スで じっ くり

取 り組ん だ り、 「もっ と音 をつ な げて 」等 、次 のめ あて を考 えて練習 した りしてい た。

イ 児 童一一人一人 の思 いや願 い を生 か した コー ス設定

第3次 では リコー ダー での 「ソロコー ス」 、 リコー ダー の他 に木琴 、 グ ロ ッケ ンで 下

のパ ー トを付 けて 二重奏 にす る 「デ ュエ ッ トコー ス」 を設 けた。 児童 は、 や ってみ たい

楽器 や、 よ りイ メー ジに合 う楽器 で演奏 に取 り組 み 、 キ ラキ ラ した水 の感 じをグ ロ ッケ

ンで表 した り、 リコー ダー 奏 で下パー トに挑戦 した り、 自分 の願 い を実現 しよ うと して

い た。

ウ 学 び合 いの揚 の設 定

自分 で納得 して演奏 で きる よ うにな った児童 には 、お互 い に聴 き合 う場 面 を設 定 した。

また、個別 練習 の場 面で も早 く演奏 で き るよ うにな った児 童 がつ まず いて い る児竜 に教

えた り、一 緒 に演奏 した り して いた。 これ は大切 な学び合 い の場 面で あ る とい える。

(3)学 習状 況の把握 と評価 の工夫

ア 音楽 を聴 い て感 じた こ とを表す学 習 カー ドに よる評価

曲に対す るイ メー ジを学習 カー ドに書 くことに よって、教師 は児童 一人一 人の感 じ方

を把握 し、指 導 の手だ て とす る こ とがで きた。

イ 自己評価 ・相 互評価 の ための場 の設定 と学習 カー ド

友 達の サイ ンや 感想 の欄 を学習 カー ドに設 け、互 いの演 奏 を聴 き合 う揚 を設 定 した。

相互 評価 をす るこ とに よって児童 は 自 らの学び に気付 く ことがで きた。
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匿導事例 ②1
1題 材名 わ らべ うたで楽 しもう(第3学 年)

2研 究主題 との関連

本事例 は、音楽をつ くって表現す る活動 におけ る個 に応 じた指導の実践 である。わ らべ うた

は、子 どもの遊びの中で伝承 されてきた音 楽であ り、児 童に親 しみやす い。 また、歌遊 びを し

なが ら拍感 、 リズム感 、音高感 を楽 しく身 に付 けることがで きる。 五音音階 を使 ってわ らべ う

た風のふ しができることは、初 めてふ しづ くりす る児童 に とって取 り組みやすい と考 えた。ふ

しづ く りの過程では、児童一人 一人の学び方 によって、それ ぞれ違った手だてを考 え、つ くる

喜びや楽 しさを味わわせ たい.

3題 材 の 目標

ア 聴い た り歌った りして、 わ らべ うたの旋律 に親 しむ。

イ ミ ・ソ ・ラ ・シの音 を使 ってわ らべ うた風 のふ しづ くりをす る。

ウ 拍 の流れにの り、つ くったふ しを演奏 して楽 しむ。

4題 材の評価規準

ア 音 楽 へ の 関心 ・意

欲 ・態度

イ 音楽的な感 受や
表現の工夫

ウ 表現の技能 エ 鑑賞 の能力

価題
規材
準 の

評

わ ら べ う た に 親

しみ 、ふ しづ く りを

楽 しん で い る.

わ らべ うた の特 徴

を感 じ取 っ て 、ふ し

づ く りを 工 夫 して い

る。

簡 単なふ しをっ く

り、拍 の流れ にの っ
て 演奏す るこ とがで

きる。

わ らべ うた の特徴

を感 じ取 った り、友
だ ちの表現 の よさに

気 づ いた りしなが ら

聴 いている。

具学

鷹

ll
暑

① 友 だ ち と楽 しく
歌った り、身体表

現 した り して い

る。

② ふ しづ く りに関
心 をもち、何度 も

試 しなが ら活 動

に取 り組 ん で い

る。

① ふ しの特徴 を感 じ

取 りな が ら、ふ し
づ く りを工夫 して

いる。

①拍 の流 れ にの って
つ くった ふ しを演

奏 してい る.

① わ らべ うた の特徴
を感 じ取 りな が ら

聴 いている。

② 友 だ ちの衰 現 の よ

さに気付 い て聴 い
ている。

5指 導計画

・学習 活 動

【第 ユ次 】 わ らべ うた を聴 い た り歌 っ た り して 、旋 律 に親 しむ 。

○ わ らべ うた に親 しむ 。
・メ ドレー を聴 く。
・歌 っ た り遊 ん だ りす る。

◇拍 の流れ にのって、わ らべ うた を歌 った り遊 んだ りす るよ うに

す る。

◆(エ)①(ア)①

【第2次 】 ミ ・ソ ・ラ ・シ の音 を使 って わ らべ うた 風 の ふ しづ く りをす る。

08拍 の ふ しづ く りを す

る。
・リズ ム 打 ち をす る

.
・簡 単 な8拍(四 分 音符

7拍)の ふ し を木 琴 で

つ くる.
・っ くっ た ふ しを聴 き合

り。

☆学 習カー ド① 〈学習過程 の工夫>

i・ 音 を どうはめて よいかわか らないn→
}2音 でっ くったふ しを例 示す る。

◇ふ しは ミか ラで始 ま り、ラで終 わるよ うにす る。

◆(ア)②

◇何人かのふ しを木琴で発表す るよ うにす る。

◇拍 の流れにのって演奏で きるよ うに、木琴の伴奏 で合 わせ る よ

うにす る、
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3

4

08拍 の リズ ムづ く りをす

る。
・リズ ム カー ドをつ か って

自分 の リズムをつ くる。
・つ くった リズム を学習 カ

ー ド② に書 い た り
、手拍

子で打 った りす る。

号 匿 ム カ ー ト

畿胡紐
捕 卿z

Oミ ・ソ ・ラ ・シの4音 を

使 い、ふ しづ く りをす る。
・自分 のっ くった リズム に

音 をあて は めて ふ しづ く

りをす る。

・学習 カー ド② につ くった

ふ しを書 く。

・っ くったふ しをお 互 い に

聴 き合 い、 自分 のふ しづ

く りに生かす。

◇ リズムカー ドを用意 し、っくり方を例示す る。

◇ リズムは、2時 問 目でふ しづくりをした リズムの一部を変化 させて

つくる。新 しい リズムをつくりたい児童は自分な りの リズムをつ く

ってよい。

◇教師がつ くった リズムを提示する。

☆学習カー ド② 〈学習状況の把握>
1■ 、

・す ぐに リズ ムがつ くれた。

→ つ くった リズ ム を発 表

す る。い くつ かつ くる。

・リズムがっ くれ ない .→ 教師

が ヒン トを与 えた り、いっ しょ

につ くった りす る。

◇4音 は何回も使ってよいn最 後はラで終わるようにす る。

◇木琴は、立奏木琴 ・卓 」二木琴 ・オルフ木琴の3種 類用意 し、児童に

合わせて振 り分ける。 〈個に応 じた楽器の振 り分け〉

◇ペアの友だちと鯨 き合いながらふ しづくりをした り、練習 した りす

るよう助言する.〈 学び合いの場の設定〉

☆ふしづ くりの方法の提示 く学習状況に応 じた手だて〉

・自分 な りのふ しをす ぐにつ

くるこ とができ る。拍 の流

れ にの り、木 琴で演奏 で き

る。→

いくつかっくってみよう

・音を変える。

・リズムを変える。
・音 ・リズムを変える.

16拍 つ くろ う

みんなの前で発表しよう

・ふ しづ く りができない .→

わらべ うたつくリカー トで

つくってみよう

わらべうたの構成音表のカー ドを

使ってつくるよう助言する。

・音 を ど うあては めて よいか わ か

らない。 →

友達のっくったもの蟹園 、てみよ

う

・っ く りた いふ しのイ メー ジが あ

るが、音程 がわか らない。→

歌いながらっくってみよう

」

◆(イ)①

◇拍 の流れにのって リズム打ちできるよう、木琴の伴奏 を合わせ る。

◇つ くったふ しを聴き合って、おη二いの表現のよさを感 じるようにす

る。

【第3次 】拍 の流れ にの り、っ くったふ しを演奏 して楽 しむ。

○つ くったふ しと歌 をっ な

げて演奏 す る。
・っ くったふ しを4人 ず っ

っな げ る練習 をす る。

・「うち の う らの く ろね こ

が」 を全 員で歌 う。

・っ くっ たふ しを4人 ず つ

歌につ なげて発 表す る。
・友達 のふ しの よい ところ

につい て発表す る。

◇拍 の流れにの り、つなげて演奏できるよう助 言する。

◇拍の流れにのれるように、4人 のふしの間に歌 「うちの うらの くろ

ねこが」をはさむようにす る、

◆(ウ)①(エ)②

◇わらべ うたの感 じがでていたふしについて発言するよ う助言する。
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6考 察

(1)児 童 が 自 ら課 題 を もって主体 的活動 をす るた めの工 夫につ いて

ア わ らべ うた に関心 を もち、意欲 的 にふ しづ く りをす るた めの導入 の工夫

初 めにわ らべ うた メ ドレー の鑑 賞や歌遊 び を してわ らべ うた に親 しむ 活動 を行 い、特

徴 をつ かん でか らふ しづ くりに取 り組 む よ うに指 導計 画 を立 てた。 そ の結果 、 意欲 的 に

わ らべ うた風 のふ しづ く りに取 り組 む こ とが でき た。

イ 初 めての ふ しづ く りが無理 な く行 える学習過程 の工夫

ふ しづ く りは初 めて の活動 だ ったので 、金員 が 自分 な りのふ しをつ くる ことがで きた

とい う喜び を もて るよ うに 、ふ しのつ く り方 が明確 にわ か る よ うな学習過程 を工夫 した。

初 めは教師 が提示 した簡 単 な8拍 の リズムに音 を 当ては め る方法 で、始 め と終 わ りの音

や 使 う音 を限定 し、そ の音 にシール を貼 った木奪 を用 意 して、 どの児童 も主 体的 に取 り

組 め るよ うに した。そ して 、次の段 階で はそ の児 童 な りの 自由な発 想や 方法 が生 かせ る

よ うに、 リズ ムを変 えた り使 う音 の数 を増や した り、児童 の学 び合 い の場 を設 定 して 、

ふ しづ く りに対す る意欲 を持続 させ るこ とが でき た。

(2)学 習形態 や学 習 コ・一スの工夫

ア ペ ア学習や 学び合 い の場 の設 定

ふ しは一人 ずつ つ くるが 、ペ ア で一台 の木琴 を使 用 す る ことに よ り、お互 い に聴 き合

った りア ドバ イ ス し合 った り して 、学び合 い なが ら活 動す る こ とがで きた。 ま た、ペ ア

以 外 に も他 の友達 のつ くっ たふ しを聴 き合 う場 を設 け るこ とによ り、友 達が つ くったふ

しの よ さを感 じ取 り、 自分 のふ しづ く りに も生 か してい こ う とす る場面 が見 られ た。

イ ふ しづ くりにお け る佃 人差へ の対応

能力や 様 々な経験 な どの実態 を踏 まえ 、ふ しをつ くるための3種 類 の方法 を提 示 した。

これ に よ り、児竜 は 自分 のや りた い方法 で確 実 にふ しづ く りに取 り組む こ とがで き、題

材 のね らい を達成 す るこ とが で きた。

(3)学 習状況 の把握 と評 価 の工夫

ア ふ しづ くりカー ドの活 用

全員 が取 り組 む もの(資 料1)や 、選 んで使 うヒン トカー ド(資 料2)の よ うな もの

な ど、 学習過 程 に応 じて様 々な学習 カー ドを用意 した。 これ らのカー ドの活用 によ り、

児 童は 課題 をは っき りもち、活 動 を振 り返 る こ とが できた。 また 、教師 は児童 の考 えや

つ まず きを知 るな ど、一人 一人 の学習 状況 を把 握 し、適 切な支 援 をす る こ とがで きた。

資 料1資 料2

一 一
1
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IV研 究 の 成 果 と課 題

研 究主題 「音楽 活動 の基礎 的 な能 力 を培 い、児 童一人 一人 が成就感 や感 動 を実感 で き る個 に

応 じた指導 に 関す る研究 」 に迫 るた めに、児童 の 学び を支 える手 だて と して 、個 に応 じた指導

に着 目し研 究 を進 めてきた。 本研 究で は、児童 一 人一人 の個性 や個 人差 を とらえ、個 に応 じた

指 導 の工夫 をす る こ とに よって 、音 楽科 の基礎 的 な能力 を身 に付 け させ る とともに、音楽 を表

現 す る喜びや成 就感 を味わ わせ たい と考 え、実 践 して きた。

1研 究 の成果

・教師 が、教材 の魅力 を引 き出す よ うな課題 提示 や発 問 を工 夫す る こ とに よって 、児童 は、

音 楽活動 へ の願 い をもち、 自ら課題 をつ かん で主体 的 に活 動す るこ とが で きた。

・児 童一人 ・一・人 の個性 や 実態 を把 握 し、それ に対応 した学習 コー スや学 習方 法 を提 示 した こ

とに よ り、 め あてに向 か って 自分 にふ さわ しい方法 で、主 体的 に活動 す る姿が 見 られ た。

また 、様 々な学び合 い の場 を意 図的 に設 定す る こ とに よって、児 童 が互い に聴 き合 った り

教 え合 っ た りして、個 の学び を深 め る ことが で きた。

・学習 カー ドの活 用 に よって 、① 児童 の主体 的 な活動 を促 す こ と② 教師 が児童 の 実態 を把 握

し、次 の指導 に生 かす こと③児 童 と教師 の コ ミュニ ケー シ ョンを図 る こ とがで き、児童 の

次の活動 へ の意 欲 を高 め、集 団 にお ける学習 の 中で、個 に応 じた指 導 に迫 る こ とがで きた。

・児 童 が互 い に発 表 し合 い、教師 がそ れ に対 して音楽的 な価値 付 けをす るこ とで 、児 童 同士

が学び を共有 し学習 を深 める ことが で きた。

2今 後の課 題

音 楽科 は、集 団で音 楽 を創 造 した り演奏 した りす る楽 し さを味 わい、 その 中で一人 一人 の

豊 かな人 間性 をは ぐくん でい く教 科で あ る。 そ の特 性 を十分 に生か しなが ら、個 に応 じた指

導 を展 開す るた めの手 だ て を探 ろ うと研 究開発 を進 めて きた。今 後 の課題 として次 の こ とが

あ げ られ る。

・児童 一一人一 人 がめ あて を もち
、 自分 にふ さわ しい 方法 で、音楽 の 基礎的 な能力 を身 に付 け

て い くこ とが で きる よ うに、学 習過程 に対応 した 学習形態 や学 習 カー ド等 を さ らに工夫す

るこ とが必 要 であ る。

・児童一 人一 人が 、ね らい に即 した課題 を確 実 に もつ こ とがで き るよ うに、題材 設定や 指 導

計画 を さ らに工夫 してい くこ とが必要 であ る。

・音楽 の授業 は、 音楽 専科 の教師 が…人 で受 け持つ 場合 がほ とん どであ る。集 団 の 中での個

に応 じた指 導 を実現す るために 、 これ まで の研 究 開発 で検 証 した方 法 の他 に、地域 人 材 の

活用 、異学 年合 同授業 等、 有効 な手 だてを探 って い く必要 が あ る。

児童 は、集団 の中 で音楽活 動 の成 就感 や感 動 を味わい なが ら、様 々 な能力 を身 に付 け て

い る。 それ を教 師が的確 に把握 でき る 目を もて るよ うに、 さ らに研 究 を深 め てい く必 要 が

あ る。
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